
生きるとはどうい

うこと

（20250809）

どこに向かって、

何のために

何かを欲する→欲望

→生きること

自分とは何なのか

病気とか金銭環境

とかでハンディを

負たときどう生き

るか

何で死んではいけ

ないか（生きなけ

ればいけないか）

生きた心地がしな

い

生きているとはど

ういう気持ち

生きている実感→好

きなものに出会え

る

早くあちらへ行き

たいという気持ち

消えたい（死にた

いではなく）

どこへ向かってい

るかわからなく

なっている

動物的本能で生き

ている 生きること、生→命

（いのち）

本人の意志とは無

関係に生まれて死

ぬ→生命現象

大きなものの中で

の人間の生

若い方がつらい、

悩み

若い時には死のこ

となど考えなかっ

た→目の前のことに

夢中、楽しい

若者の自殺が多い→

悩みはより深刻

生きるに値しない

と考え自殺→生きる

ことが苦しい→楽に

なりたい

何でここにこうし

て生きているのか

浮遊感→違和を感ず

る

何のために→一人ず

つ違う、個性

何か絶対的なもの

を期待して問うの

ではない

自分自身が人生の

意味を問われてい

る→問われた者とし

て人生を体験する→

自分にとっての意

味を見出す

人ごと、時間ごと

に変わる→具体的な

もの

誰も代わりに苦悩、

苦しむこと不可

自分自身が苦悩を

背負う→苦悩し抜く

ことによって昻め

られる

「何のために生き

るのか」→朝ドラ

『あんばん』で弟

千尋の最後の言葉

「国家のために死

ぬのではなく、愛

する人のために生

きたかった」

それを直視するこ

と

明治生まれの祖母→

家のために生きた→

無念だった？

本人は納得して生

きた→それを見つけ

た→悦び？

特攻に出撃する兵

の笑顔

8月15日過ぎても特

攻機が次々と飛び

立っていった→死ぬ

ためだけに飛び

立った

自由による苦しさ→

何をしたいかわか

らない

お世話になってい

る人近くにいる人

が亡くなる

死は自分にも必ず

来る

寿命→いずれ確実に

死ぬ

生きていると同時

に死んでいる→昨日

は今でなく明日で

もない

生きる目的→何をし

たいのか

それをめがけて生

きる



生きることをお休

みしたい→死にたい

ではない

ゆっくりできる時

間がほしい→自分を

取り戻したい

子育てのとき充実

していた

必要とされている→

生きていると実感

子どもは預かりも

の→社会からの→お

返しするもの

必要としてくれる

人が必ずいる
人と人との関係、

自然との関係のあ

り方

突然に亡くなる場

合と自然に亡くな

る場合

自分が死んでも世

の中変わらない

何をしたいのか

人の役に立ってい

るか

研究が好き→自由に

できる→役に立てば

いいなと思う

自然に亡くなる→葬

儀は祭りになる

突然に亡くなる→自

らに照らし無念の

感

どういう死に方を

するか→生き方

死ぬ前に何を思う

か

役に立つ人生であ

りたい

自分のやりたいこ

とが役に立つよう

に

近くに必要として

いる人がいる→相互

依存、相互承認

日常生活を確かに

生きていきたい

高齢者は他の人を

元気にする

メメント・モリ

（死を覚えよ）→懸

命に（今を）生き

よ→対となったもの

きつつきの死ねと

て敲く柱かな（一

茶）

生きるという重荷

を負って歩いてい

る

一期一会→一生に一

度限りの機会→誠意

を尽くす
死ぬときには「す

べてよし」とした

い

死があること（有

限であること）に

よって生は輝く

自分が承認される

場所→そこに居ても

いい居場所


